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主  論  文  の 要  約  
Clinical outcomes of high-pressure balloon angioplasty for common femoral artery 
disease in contemporary practice.  
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【目  的 】 
近 年 の末 梢 血 管 に対 する経 皮 的 カテーテル治 療 の進 歩 により、これまで外 科 的 治 療
が一 般 的 であった総 大 腿 動 脈 病 変 に対 するカテーテル治 療 が増 加 している。しかしなが
ら、総 大 腿 動 脈 病 変 に対 するカテーテル治 療 の詳 細 な手 技 に関 する検 討 や臨 床 成 績
の報 告 は少 ない。本 研 究 の目 的 は、総 大 腿 動 脈 病 変 に対 するバルーンによる高 圧 拡
張 治 療 の安 全 性 と有 効 性 を検 証 することである。 
【対 象 および方 法 】  
本 研 究 は、2008 年 12 月 から 2016 年 11 月 に、東 京 女 子 医 科 大 学 病 院 において、
治 療 対 象 血 管 径 に近 いサイズのバルーンによる高 圧 拡 張 を行 うことを治 療 戦 略 として行
った総 大 腿 動 脈 病 変 に対 するカテーテル治 療 、連 続 55 症 例 （59 病 変 ）を対 象 とした後
ろ向 き観 察 研 究 である。主 要 評 価 項 目 は治 療 病 変 の再 血 行 再 建 とした。 
【結  果 】 
追 跡 期 間 の中 央 値 は 34 ヵ月 であった。対 象 患 者 の平 均 年 齢 は 68±10.1 才 で、
70.9%が男 性 であった。全 症 例 で治 療 対 象 血 管 径 に近 いサイズ（平 均 6.7 ± 1.1 mm）
のバルーンを用 いた高 圧 拡 張 （平 均 17.7 気 圧 ）治 療 が行 われ、手 技 成 功 率 は 98.3%で
あった。足 関 節 上 腕 血 圧 比 （ankle brachial index: ABI）は治 療 前 後 で平 均 0.66±0.2
から 0.94±0.18 に改 善 し、55 人 中 、49 人 (89.1%)で少 なくとも 1 以 上 のラザフォードカテ
ゴリーの改 善 が認 められた。2 年 時 、3 年 時 、4 年 時 における再 血 行 再 建 回 避 率 はそれ
ぞれ 88.7%, 77.9%, 74.2%であった。また、この手 技 による重 篤 な合 併 症 の増 加 は認 めら
れなかった。  
【考  察 】 
今 回 の我 々の検 討 における総 大 腿 動 脈 病 変 に対 するカテーテル治 療 の再 血 行 再 建
回 避 率 は、これまでの報 告 と比 べて良 好 であった。その要 因 として、十 分 に大 きなサイズ
（平 均 6.7 ±  1.1 mm）のバルーンを用 い、かつ高 圧 （17.7 ± 4.1 atm）で拡 張 を行 ったこ
とが考 えられる。総 大 腿 動 脈 病 変 は股 関 節 可 動 域 にあり、可 能 な限 りステント留 置 を回
避 することが求 められることから、これまでの報 告 は、血 管 解 離 を避 けるために比 較 的 小
径 のバルーンでの低 圧 拡 張 を行 っていたものが多 い。今 回 、我 々は可 能 な限 り治 療 対
象 血 管 径 に近 い比 較 的 大 きなバルーンサイズを選 択 し高 圧 拡 張 を行 ったが、ステントを
留 置 せざるを得 ないような血 管 解 離 の増 加 は認 めなかった。そして、結 果 的 に治 療 直 後
の急 性 期 に十 分 大 きい血 管 内 腔 を確 保 することができたことが、長 期 的 に良 好 な再 血
行 再 建 回 避 率 を得 ることに繋 がった可 能 性 があると考 えられた。 
【結  論 】 
総 大 腿 動 脈 病 変 に対 する経 皮 的 血 行 再 建 術 において、比 較 的 大 きなバルーンを用
いた高 圧 拡 張 という治 療 戦 略 が、長 期 的 な再 血 行 再 建 回 避 に繋 がることが示 唆 された。  
